
男
女
共
学
の
実
施

敗
戦
後
、
G
H
Qが
出
し
た
「
五
大
改
卒
指
令
」
は
戦
前
の
極
端
な
男
女
必

別
を
撤
廃
し
て
男
女
同
権
を
実
現
す
る
こ
と
を
咽
頭
に
掲
げ
て
い
た
。
そ
れ
に

基
づ
い
て
、
政
府
は
昭
和
二
十
年
十
二
月
四
日
に
「
女
子
教
育
刷
新
嬰
網
」
を

発
表
。
そ
の
結
果
、
硲
等
教
育
に
お
け
る
男
女
共
学
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
、
同
二
十
二
年
一
二
月
―
―

-+
i日
公
布
の
教
育
基
木
法
に
よ
っ
て
男
女

の
教
育
に
お
け
る
機
会
均
等
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
校
ほ
、
戦
前

に
お
い
て
幾
度
も
男
女
共
学
の
実
施
を
要
笛
し
た
に
も
拘
ら
ず
（
年
報
記
れ
参

照
）
遂
に
認
可
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
こ
こ
に
歪
っ
て
漸
く
そ
の
尖
現
を
み
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
春
の
生
徒
蘇
集
に
は
多
数
の
女
子
が
応
拶
し
た
。
そ
の
正
確

な
数
は
不
朋
だ
が
、

『
上
野
直
昭
H
記
』
に
は
志
願
者
六
九
八
名
中
女
子
百
名

以
上
と
あ
る
。
同
じ
日
記
に
、
直
昭
は
四
月
十
六
日
に
試
験
場
を
巡
回
し
て

「
女
子
比
餃
的
強
し
と
冗
ゆ
。
随
分
ま
づ
い
男
も
来
て
ゐ
る
。
」
な
ど
と
も
記

し
て
い
る
。
四
月
二
十
三
日
に
合
格
発
表
が
行
わ
れ
、
初
め
て
i

二
十
七
名
の
女

子
（
う
ち
二
名
は
中
国
人
特
別
学
生
）
が
男
子
と
全
く
同
じ
条
件
で
予
科
入
学

を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
各
科
の
配
分
は
左
氾
の
辿
り
で
あ
っ
た
。

⑧
 
戦
後
第

一
回
生
徒
募
集

・
男
女
共
学

無

戦後第1回入学生

（乎出敏←f氏提供）

第
一
期
女
生
徒
の
な
か
に
は
特
別
上
流
階
級
（
政
府
の
邸
官
、
財
閥
）
も
あ

建

築

料

二

0

彫師日削I

範 ・本

画

科科利・炉|科

工

芸

図

案

部

彫

金

部

族

工

部

鈎

金

部

鍛

金

部

四

000  

一
五
二， 
ノ‘

刻

九

+
i-i、
校
友
会
ぷ
伍
於
け
る
匝
生
出
業

］
、
担
当
機
枯
校
友
会
厚
生
祁

2
、
事
棠
内
脱
戟
旋
、
学
用
品
販
売
、
生
徒
食
謀
経
滋

十
四
、
学
生
団
体

十
五
、
其
他

-
Wi 

一
四

即

男
子

―女
- :,’く八七 -f•

新
入
学
生
（
予
科
生
、
特
別
学
生
、
選
科
生

1^1

汁
）
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私

立

中
村
女
学
校
卒

女
子
学
習
院
＂四
等
科
卒

女

子

聖

学

院

卒

一

女
子
美
術
学
校
三
年
中
退

大
素
凶
等
女
学
校
卒

羹

羅

女

学

校

卒

一

女
子
学
習
院
森
等
科
卒

日
本
女
子
大
学
附
屈
＂
日
等
女
学
校
卒
一

多
序
帝
国
美
術
学
校
卒

成
城
i"四
等
女
学
校
卒

店
士
見
i

り
四
等
女
学
校
卒

佐
藤
邸
等
女
学
校
卒

二
人

千

業

佐
原
邸
等
女
学
校
卒

” 

束

•
ー
、
.h
~
 

，
 

” 

” 

” 

千

業 ” 

” 

” 

” 

II 

北
海
逍

兵

印

” 

“ 

” 

” 

” 

” 

” 

県
立
野
Ill邸
等

女

学

校

卒

｝

私
立
女
子
美
術
学
校

一
年
中
退

// 

// 

“ 

// 

” 

” 

” 

” 

” 

“ 

” 

↓ー、1JJ 

” 

都

立

第
一
回
女
生
徒
出
身
校

一
人

” 

私

立

” 

部

立

ar』
)

t
t
 

れ
ば
美
術
家
の
家
庭
出
身
名
も
あ
り
、
受
験
勉
弥
を
し
た
人
も
あ
れ
ば
、

浪
に
絵
が
好
き
と
い
う
だ
け
で
、
当
面
何
も
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
受
験

し
た
と
い
う
人
も
い
た
。
あ
る
人
は
薬
専
の
願
因
を
股
い
に
行
っ
て
、
間
迩
え

て
手
前
の
本
校
で
顧
虫
り
を
買
い
、
そ
れ
も
よ
い
と
思
っ
て
受
験
し
て
入
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
確
た
る
い
念
も
な
く
志
塑
す
る
科
を
屈
げ
出

た
人
も
少
な
く
な
い
。
尤
も
、
な
か
に
は
本
校
に
入
り
た
く
て
、
ま
だ
男
子
校

だ
っ
た
と
き
か
ら
幾
度
も
願
因
を
四
い
に
米
て
断
ら
れ
た
人
も
い
た
。
女
子
芙

や
多
序
美
女
子
部
の
在
校
生
や
卒
棠
生
も
受
験
し
た
。
女
子
美
か
ら
は
十
数
名

が
受
験
し
、

一
部
が
合
格
し
て
い
る
。
終
戦
直
後
の
こ
と
と
て
、
男
女
を
問
わ

ず
新
入
生
の
境
遇
は
ま
ち
ま
ち
で
、
年
齢
も
十
歳
ほ
ど
の
閲
き
が
あ
っ
た
。

” “ 
// 

” ” ” ” ” II II 

” 
// 

” ” ” ” ” ” ” ” 

女
子
学
院
卒

型

学

院

卒

｝

共
立
女
子
専
門
学
校
卒

香

OO邸
等
女
学
校
卒

H
出
サ
四
等
女
学
校
卒

駒
沢
悩
等
女
学
校
卒

立
正
学
園
＂
四
等
女
学
校
卒

一

女
子
美
術
学
校
一
年
中
退

家
政
学
院
硲
等
女
学
校
卒

洗
足
邸
等
女
学
校
卒

第

二

翡

等

女

学

校

卒

一

女
子
美
術
学
校

一
年
修
了

第
六
古
四
等
女
学
校
卒

第
八
古
い
等
女
学
校
卒

第
十
古
四
等
女
学
校
卒

II
爪
笞
四
等
女
学
校
卒

桜
町
邸
等
女
学
校
卒

” II 

旭
川
市
立
邸
等
女
学
校
卒

lnが
立
第
二
神
戸
邸
等
女
学
校
卒

私
立
神
戸
頌
栄
保
育
専
攻
学
校
卒
II

県
立
国
府
台
学
院
邸
等
女
学
校
卒
II ” ” ” ” ” 

II ” ” ” 
I/ 

” ” ” ” “ 人
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引率付nI泥牛（傘を持つ人）

石
府
仏
像
の
首
写
生

石
府
胸
像

岡

右

六
時
間

鉛
派
淡
彩

椿
と
熊
征

感
党
考
介
(

[

一

一

時
問

「一

辺
／
長
サ
約
一

●十
糎
ノ

lE
方
形
ヲ
：
り
キ
コ

レ
ヲ
面
線
ニ
コ

ー

↓
年
度
の
袋
北
は
、
男
女
共
学
に
な
り
、
初
め
て
の
女
子
入
学
と
な
っ

た
ぐ
又
、
特
叩
す
ぺ
き
点
ほ
、
戦
中
を
通
し
て
、
美
術
に
僅
れ
つ

4
も
志
を

変
え
て
他
の
分
野
に
、
或
い
は
年
隊
に
行
っ
た
人
々
が
、
終
戦
に
上
り
自
己

の
怠
志
の
自
由
を
得
て
、
年
齢
を
越
え
て
入
学
し
た
事
だ
っ
た
。
従
っ
て
、

男
子
の
加
年
長
者
は
、
大
陸
北
支
か
ら
附
支
迄
、
駁
兵
隊
の
大
尉
と
し
て
従

軍
し
た
中
尾
喜
保
氏
（
二
十
九
オ
）
で
、
外
に

B
29
の
撃
墜
に
戦
功
の
あ
っ

た
柳
沢
淑
郎
氏
（
一
干
十
五
オ
か
）
あ
り
、
油
兵
、
商
船
学
校
、
i

i

"

り
搾
か
ら

入
学
）
は

工

芸

科

彫

刻

朴

同

右

日
本
阿
科

油

圃

科

\
店

•

H
l

ノ

ー

ー

実
技

|．

一炉
り
1,' 

-
．

ー

ー

県
立
帷
和
第

一
蒻
等
女
学
校
卒
一

私
立
女
子
災
術
学
校
一
年
中
退

私
灯
横
浜
捜
以
女
学
校
卒

似
立
長
野
ぬ
等
女
学
校
卒

広
東
巾
小
学
校
卒

新
入
牛
と
戦
後
教
有
の
開
始

こ
の
年
の
入
試
科
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

凍

政
神
奈
川

長

野
上

海

埼

玉

木
灰
、
鉛
邪
使
用

nrl

右布

同 同

I/ 

” ” ” 

こ
の
外
に

一
年
以
内
に
描
い
た
自
作
（
沿
彩
）

淡
森
が
課
せ
ら
れ
た
。

合
格
名
ほ
例
年
に
な
く
多
か

っ
た
r

さ
れ
た
時
代
を
紆
て
初
め
て
の
生
徒
務
北
だ
っ
た
の
で
、

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
c

建

築

利

学
科

建

筏

科

作
文

各
科
共
通

凶

「
我
が
好
む
花
」
毛
依
で
屯
I

く

（
「
臨
蒜
器
姦
＂
科
入
学
試
験
間
俎
紘
咄
」
に
よ
る

。
面
範

科
に

つ
い
て
は
池
録
が
欠
落
し
て
い
る
。）

数
学

ッ
テ

ulh二
十
一
区
二
区
分
七
I
-

但
シ
色
数
ハ
限
定
七
ス
ー

‘,＇ア
ご

．
 

•• 
,
 

ー

（
が
打
佐
写
生

そ
し
て
、

次
二
彩
色
ヲ
ホ
ド
コ
七

の
提
出
と
11
頭
試
間、

身
体

今
佃
は
戦
争
で
教
育
が
砥
壊

小
徒
の
年
齢
も
撓
迎

こ
の
点
に
つ
い
て
島

ITI
文
雄
氏
(

-

i

十

一
年
襟
工
部
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卒ぷ々

、
多
種
多
様
の
人
々
の
集
＾
11
で
あ
っ
た
。
女
子
の
蚊
・
ぃ
阿
ぱ
女
子
災
か
ら

米
た
某
氏
（
二
十
七
オ
）
だ
っ
た
と
思
う
。

と
品
し
て
い
る

（
島
田
氏
に
は
在
校
中
の
思
い
出
を
執
咽
し
て
頂
い
た
）
。

多
数
を
採
用
し
た
の
は
受
験
生
の
実
力
に
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
た
め
と
朽

え
ら
れ
る
。
油
画
科
に
入
っ
た

A
氏
の
場
合
は
、
幼
い
頃
か
ら
絵
は
上

F
だ
っ

た
の
だ
が
、
中
学
時
代
は
戦
牛
の
真
っ
只
中
で
勤
労
動
且
に
駆
り
出
さ
れ
て
い

た
た
め
、
木
炭
デ
ッ
サ
ソ
の
経
験
な
ど
全
く
な
い
。
入
試
科

LI
に
石
t

打
デ
ッ
サ

ソ
が
あ
る
と
叫
い
て
、
In企
9

の
中
学
の
美
術
，
全
に
あ
っ
た
唯
一
の
石
秤
像
チ
ル

チ
ル
｀
‘
、
チ
ル
を
鉛
惰
で
拡
大
デ
ッ
サ
ソ
し
て
み
た
だ
け
で
試
験
に
臨
ん
だ
。
そ

こ
で
他
の
受
験
牛
が
や
っ
て
い
る
の
を
見
て
初
め
て
木
炭
デ
ッ
サ
ソ
と
い
う
も

の
を
知
り
（
中
に
は
木
炭
デ
ッ
サ
ソ
と
叫
い
て
火
鉢
に
く
ぺ
る
炭
を
リ
ュ
ッ
ク

に
詰
め
て
上
ぶ
し
た
と
い
う
人
も
い
る
）
、

ハ
ン
で
梢
し
て
い
る
の
を
見
て
び

っ
く
り
し
た
と
い
う
。
油
絵
も
描
い
た
こ
と
の
な
い
彼
が
持
参
し
た
の
は
勿
論

水
彩
画
で
あ
っ
た
。
舷
も
競
↑
半
が
邸
く
、
大
抵
の
牛
徒
が
研
究
所
な
ど
で
デ

ッ
サ
ン
の
腕
を
鍛
え
て
受
験
し
た
油
両
科
で
さ
え
、
今
門
は

A
氏
の
よ
う
な
牛

徒
も
多
数
受
験
し
た
た
め
、
か
つ
て
の
よ
う
な
合
格
判
定
の
技
術
水
準
が
適
川

で
き
ず
、
と
り
あ
え
ず
多
数
を
採
川
し
て

f
科
（
一
年
間
）
で
様
子
を
み
て
、

本
科
に
人
れ
る
際
に
厳
し
い
判
定
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
学
校
当
屈
の
朽
え
だ

っ
た
よ
う
だ
。

f
科
（
こ
の
年
に
復
活
）
で
は
受
験
番
号
順
に

A
B
C
D
の
四
ク
ラ
ス
に
分

げ
｀
基
礎
と
し
て
の
学
科
と
実
技
の
教
育
を
行
な
っ
た
。
実
技
は
四
ク
ラ
ス
が

父
代
で
各
分
野
の
枯
礎
実
技
（
日
本
両
、
デ
ッ
サ
ソ
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
）
を

冽
11
う
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ほ
各
分
野
の
基
礎
実
技
の
羽
11
得
が
芸
術
教
有
卜
必
要
だ

当
時
は
極
度
の
食
料
不
足
の
た
め
、
栄
投
失
調
の
生
徒
が
多
く
、
そ
れ
が
も

と
で
病
気
に
な
る
れ
も
あ
っ
た
。
食
料
が
入
手
で
き
な
く
な
っ
て
学
校
の
食
堂

も
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
窄
版
の
た
め
学
校
に
居
ら
れ
な
い
牛
徒
も
出
て
く

る
よ
う
な
状
態
で
、
家
か
ら
弁
当
を
持
っ
て
来
た
と
し
て
も
、
中
身
は
サ
ッ
マ

イ
モ
と
か
配
給
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
を
こ
ね
て
作
っ
た
も
の
と
か
で
、
仲
ぴ
盛

り
の
生
徒
た
ち
の
胃
袋
を
瀾
た
す
に
足
り
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
前
出
の
島

Ill
氏
は
次
の
よ
う
に
出
し
て
い
る
。

終
戦
直
後
の
悲
佑
さ
は
、
勉
学
す
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
．．
． 
11

う
外
は
な

物
灯
不
足
と
学
生

4
活

合
少
な
か
っ
た
。

と
す
る
教
村
狸
念
に
よ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
叫
時
牛
徒
だ
っ
た
人
々
の
証

．
．
．
り
に
よ
れ
ば
、
学
校
当
屈
は
「
適
性
を
見
る
た
め
」
の
措
骰
で
あ
る
と
説
明
し

た
と
い
う
。
知
識
、
経
験
に
乏
し
い
生
徒
た
ち
に
一
年
間
、
試
験
的
に
各
種
の

実
技
を
経
験
さ
せ
て
、
受
験
の
際
届
け
出
た
志
望
の
科
に
本
当
に
、
IJ
分
が
向
い

て
い
る
か
ど
う
か
を
決
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
生
徒
に

は
予
科
の
飯
後
に
転
科
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
を
と

っ
た
結
果
、
油
両
科
希
望
れ
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
（
上
野
而
昭

□出

に
は
油
両
科
へ
の
転
科
希
叩
名
十
五
名
と
あ
る
）
、
こ
れ
は
取
り
止
め
に
な
り
、

次
年
皮
か
ら

f
科
化
の
実
技
は
石
行
デ
ッ
サ
ソ
の
み
と
な
っ
た
。

千
科
一
年
間
の
奴
後
に
試
験
な
い
し
成
糾
判
定
が
あ
り
、

な
る
と
留
年
は
認
め
ら
れ
ず
、

そ
こ
で
小
合
格
と

即
刻
辿
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
ギ
十
一

年
庶
入
学
の
生
徒
ほ
性
別
を
間
わ
ず
多
数
が
除
名
さ
れ
て
い
る
。
転
科
名
は
割
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い
。
入
学
し
て
夏
休
み
に
入
る
前
の
七
月
の

X
い
日
、
美
術
解
剖
学
の
西
川

正
秋
先
生
は
、
軍
骸
服
に
戦
斗
劇
で
雑
喉
を
一id
に
掛
け
軍
靴
姿
。
そ
し
て
、

大
講
堂
で
の
講
義
で
は
「
服
が
窄
っ
て
は
、
授
槃
も
出
来
ぬ
」
と
絶
叫
し
た

事
が
今
だ
に
限
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
当
時
の
生
徒
の
服
装
も
、
皆
夫
々
の

立
場
で
軍
隊
帰
り
は
軍
服
姿
、
中
学
を
卒
熟
し
て
現
役
で
入
っ
た
者
は
そ
の

学
校
の
制
服
姿
と
い
っ
た
風
だ
っ
た
。

教
材
の
配
給
も
不
足
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
学
校
当
局
は
出
来
る
限
り
材
料
を

支
給
し
、
教
官
も
手
持
ち
の
も
の
を
与
え
、
校
内
の
画
材
屋
な
ど
も
い
ろ
い
ろ

と
エ
而
し
て
く
れ
た
り
し
た
が
、
不
便
が
多
か
っ
た
。
木
炭
紙
は
容
易
に
手
に

入
ら
な
い
か
ら
、
裏
に
も
描
き
、
年11
の
牛
徒
が
描
い
た
も
の
を
四
っ
て
裏
に
描

い
た
り
し
た
。
絵
の
具
は
発
色
の
悪
い
安
物
が
多
か
っ
た
。
彫
刻
科
で
は
心
棒

に
使
う
椋
欄
細
が
入
手
で
き
ず
、
校
庭
の
椋
梱
の
皮
を
む
し
り
取
っ
て
細
を
な

い
、
そ
れ
を
使
っ
た
り
し
た
と
い
う
。
特
に
燃
料
の
不
足
に
は
困
っ
た
ら
し

く
、
学
生
生
活
に
伯
れ
た
上
級
生
た
ち
が
、
苫
心
し
て
ど
こ
か
ら
か
燃
料
を
集

め
て
来
た
り
、
時
に
は
女
生
徒
も
一
緒
に
大
八
平
を
押
し
て
焼
け
跡
へ
燃
料
に

な
る
も
の
を
四
い
に
行
っ

た
り
し
た
。
動
物
困
と
の
採
に
な
っ
て
い
た
根
だ
の

腐
っ

た
塀
は
み
な
で
引
き
倒
し、

古
ぴ
た
小
屋
は
つ
ぷ
し
て
薪
に
し
、
教
室
の

羽
目
板
や
、
あ
げ
く
の
果
て
に
は
床
ま
で
剣
が
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
倒
き
出
し

に
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
校
内
の
燃
や
し
て
よ
い
も
の
は
全
部
燃
や

し
て
し
ま
い
、
遂
に
は
階
段
の
手
す
り
の
桟
を
間
引
こ
う
と
か
、
装
飾
の
擬
宝

珠
も
切
り
取
ろ
う
と
か
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
余
計
に
暖
か
く
す

る
た
め
に
、
粘
土
で
ス
ト
ー
プ
の
11
を
寒
い
で
み
た
り
、
ま
た
、
モ
デ
ル
だ
け

ス
ト
ー
プ
の
そ
ば
に
寄
り
、
生
徒
た
ち
は
震
え
な
が
ら
制
作
す
る
よ
う
な
こ
と

も
あ
っ
た
，

男
子
の
み
に
よ
っ
て
廃
史
が
築
か
れ
、
女
性
と
い
え
ば
モ
デ
ル
か
俯
か
の
れ

務
戦
且
以
外
に
な
か
っ
た
本
校
に
女
生
徒
が
入
学
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
バ
ソ
カ
ラ
風
が
影
を
ひ
そ
め
、
校
風
が

一
変
し
て
し
ま
っ
た
と
咬

く
者
も
あ
る
が
、
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

第
一
回
女
生
徒
た
ち
の
話
に
よ
れ
ば
、
女
子
受
入
れ
の
た
め
の
準
備
ら
し
き

も
の
は
殆
ど
何
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
予
科
長
の
西
田
正
秋
に
頻

ん
で
早
急
に
女
子
控
宅
な
ど
の
設
仙
を
作
っ
て
四
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。
女
子
控
室
は
本
館
の
中
央
廊
下
奥
左
側
の
角
に
設
け
ら
れ
た
。
ト
イ

レ
も
は
じ
め
は
男
子
と
共
用
で
、
不
使
を
弥
い
ら
れ
た
が
、
や
が
て
女
子
の
陳

佑
に
よ
っ
て
女
子
専
用
の
も
の
が
新
築
さ
れ
た
。

教
官
の
な
か
に
は
、
死
線
を
さ
ま
よ
っ
て
き
た
復
且
生
徒
と
戦
↑
中
嬰
を
飾

る
こ
と
も
な
く
過
ご
し
た
女
生
徒
を

一
緒
に
し
た
場
合
、
問
題
が
起
こ
り
は
し

な
い
か
と
心
配
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
学
校
当
局
は
男
女
交
際
に
は

一

切
関
知
せ
ず
、
も
し
も
問
題
を
起
こ
し
た
ら
即
刻
退
学
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を

徹
底
さ
せ
た
。
実
際
に
退
学
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。

荒
れ
果
て
た
校
舎
、
粗
野
な
校
風
、
物
査
不
足
、
通
学
難
に
加
え
て
、

一
部

に
は
女
子
排
斥
の
口
動
も
あ
っ
た
な
か
で
、
女
生
徒
た
ち
は
緊
張
し
た
毎
日
を

送
っ
た
が
、
む
し
ろ
女
性
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
切
な
扱
い
を
受
け
る
利
点

の
方
が
多
か
っ
た
と
言
う
人
も
い
る
。
困
難
な
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、
規
律
の

厳
し
か
っ
た
女
学
校
と
比
べ
る
と
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
無
規

律
で
自
由
な
校
風
だ
っ
た
の
で
、
何
よ
り
も
先
ず
そ
れ
に
大
変
衝
撃
を
受
け
た

第
一
皿
女
生
徒
た
ち
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女
生
徒
の
た
め
に
ぶ
時
期
男
子
牛
徒
に
倣
っ
た
黒
な
い
し
紺
サ
ー
ジ
の
制
服

と
翌
が
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
生
徒
が
反
対
し
た
た
め
抒
及
し
な
か

っ
た
。
恐
ら
く
粗
悪
"UII

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
近
n
t道
車
か
ら
降
り
た
ら
ボ
ク
ソ

が
一
っ
も
な
か
っ
た
と
い
う
石
も
あ
る
。
物
沢
不
足
の
折
り
、
毛
布
で
作
っ
た

上
沼
や
ズ
ポ
ソ
、
焼
け
残
り
の
カ
ー
テ
ン
で
作
っ
た
プ
ラ
ウ
ス
、
敷
物
マ

ッ
ト

で
作
っ
た
靴
等
々
、
み
な
有
り
＾
11

わ
せ
の
も
の
を
沼
て
登
枚
し
た
。

男
女
共
学
に
な
っ
た
と
は
苫
え
、
昭
和
1

一十
年
代
の
学
生
生
活
は
困
難
の
多

い
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
困
甦
を
乗
り
越
え
さ
せ
た
も
の
は
、
若
さ
と
向
学

心
、
新
し
い
時
代
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
と
打
え
よ
う
。
第
一
回
女
生
徒
一二
十
七

名
の
な
か
に
は
病
死
し
た
者
、
病
気
や
粘
妍
そ
の
他
に
よ
り
退
学
し
た
名
も
多

く
、

Wi↓
ー
に
卒
渫
し
た
の
は
二
十
七
名
で
あ
っ
た
が
、
努
力
家
が
多
か
っ
た
。

油
両
科
の
木
槃
制
作
の
採
点
の
結
果
、
ト
ッ
プ
は
勿
論
、

K
位
は
令
て
女
生
徒

が
占
め
た
と
い
う
。

⑨

校
友
会
の
復
活
と
芸
術
講
座

昭
和
十
六
年
、
枚
友
会
が
報
国
団
に
組
締
替
え
さ
れ
て
以
来
、
諜
外
活
動
は

極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
体
錬
の
方
面
に
比
ぺ
て
文
化
方
面
の
活
勁

は
殆
ん
ど
火
が
消
え
た
も
同
然
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年
九
月
、
文
祁
省
は
学

校
報
国
団
を
解
体
し
て
日
治
的
校
友
会
に
再
編
す
る
よ
う
指
示
し
、
そ
の
た
め

本
校
生
た
ち
も
翌
二
十
一
年
冗
jj
十
口
、
入
学
式
の
後
で
学
生
大
会
を
淵
佃

し
、
こ
l
J

に
校
友
会
が
復
活
し
た
。
そ
し
て
、
戦
↑
中
の
文
化
的
空
，
11
を
埋
め

よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
ヒ
jj••. 

11
か
ら
ト
一

11
に
か
け
て
漑
堂
で
校
友
会

t

催
の
芸
術
講
附
（
公
開
）
を
開
い
た
↓
ー
11
は
北
ず
上
野
直
昭
が
開
会
の
挨
拶

と
い
う
人
が
多
い

を
し
、

秀
雄
、

そ
の
後
式
場
隆
二
郎
｀
梅
原
龍
―一郎
、
藤
川
刷
治
、
小
宮
登
咤
、
小
林

遠
山
年
、
邸
兄
順
、
今
日
出
海
ら
が
講
油
し
た
と
品
録
に
あ
る
。
こ
の

｝
以
に
は
及
術
研
究
所
も

U
期
＂
火
術
講
座
（
七

JJ
ニ
ト
五

"sq
.t'
in)
を
OO

き
、
帝
室
博
物
舵
も
11
本
災
術
火
講
座
（
七
JJ
八
日
＼
十
i •• 

11)
を
開
い
て
戦

後
の
文
術
活
動
の
肝
生
を
期
し
た
が
、
本
校
に
お
け
る
芸
術
淋
序
は
そ
れ
ら
に

一
歩
先
ん
じ
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
期
問
も
投
く
、

芯
名
の
ぶ
引
に
よ

り
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
“
ん
だ
溝
油
名
が
選
ば
れ
た
。
担
当
の
生
徒
が
溝
油
の
依

頼
に
行
く
と
、
皆
“
}
ん
で
引
き
受
け
て
く
れ
、
ま
た
、
文
化
的
催
し
の
殆
ん
ど

無
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
聴
衆
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

⑩

高
山
夏
期
研
究
会

昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
H
か
ら
九
JJ
-1
+
"
さ
で
の
間
、
飛
騨
岱
山
で
及

期
研
究
会
が
開
か
れ
た
。
宿
舎
に
は
エ
必
技
術
ぶ
中
11
所
宿
令
だ
っ
た
林
家
が
あ

て
ら
れ
た
c

心
り

111行
き
の
社
両
1
9

、
1

F

じ
め
ば

111防
部
が
発
案
し
て
参
加

h
を

必
っ
た
が
、
学
校
餌
が

こ
れ
を
知
り
、
学
校
の
行
ト
と
し
て
火
版
す
る
こ
と
に

戦後しばしば来校した藤田嗣治

（本校玄関前にて仁田三）J氏扱影）

第4な 戦後U釦Jtll 1028 




